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ITP診断における骨髄検査推奨条件の検討 

〜新たなITP診断基準作成に向けて〜 
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研究要旨 

 

A. 研究目的 

 ITPの診断に骨髄穿刺検査が頻繁に行わ

れているが、ITPでは特定の所見を呈さな

いことが多く、その主な目的は他疾患の除

外である。我が国では指定難病における診

断基準で一定の条件下での骨髄検査が求め

られているが、ITP診断における骨髄検査

の必要性について科学的根拠に基づいたも

のは少なく、欧米では骨髄検査を省略する

ことも多い。今年度は研究班として ITP診

断基準の改定に向けて取り組む中、統計学

的根拠に基づいた骨髄穿刺推奨条件を検討

した。 

 

B. 研究方法 

 2012年 1月〜2020年 9月に慶應義塾大学

病院において診療の為に行われた全ての骨

髄検査を後方視的に解析した。骨髄検査依

頼時に、臨床診断として ITPが記載されて

いる症例および血小板減少等のため ITPの

可能性ある症例、合計 266症例についてデ

ータを取得した。 

 

（倫理面への配慮） 

 慶應義塾大学医学部倫理審査委員会の承

認を得て施行した。「特発性血小板減少性紫

斑病（ITP）診断における骨髄検査の必要性

に関する後方視的研究」慶應義塾大学倫理

 ITP診断は現在でも除外診断が主体であり、血小板減少をもたらす基礎疾患や薬剤の関

与を除外することが重要である。我が国では骨髄穿刺が頻繁に行われており、また、診断

基準においても一定の条件下では骨髄検査が求められている。しかしながら骨髄穿刺を推

奨する条件については、現状、科学的根拠は乏しいと言わざるを得ない。昨年度研究班で

は、単施設における多数の骨髄検査を後方視的に解析し、検査依頼時に ITPが疑われたも

のの骨髄穿刺によって診断が変更された症例では、高齢、好中球減少、貧血、MCV高値な

どが高頻度に認められることを報告した。そこで今年度は、研究班として ITP診断基準の

改定に向けて取り組む中、統計学的根拠に基づいた骨髄穿刺推奨条件を検討した。具体的

には現行の診断基準で骨髄検査を求める基準として記載されている白血球数、MCV、好中

球%、リンパ球%、について後方視的に検証した。統計学的解析により、骨髄穿刺を推奨す

るこれらの値のカットオフ値を再検討したところ、骨髄検査を推奨する新条件は、現行診

断基準における条件と比較的近いものの、異なる結果となった。さらに新条件で骨髄穿刺

を省略した場合のメリット、デメリットについて検討した。 
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C. 研究結果 

 骨髄検査依頼時に ITP疑いと記載とされ

たもの 152件、血小板減少の記載があるも

のの ITPが記載されていないもの 114件、

合計 266件を対象とした。骨髄検査により

診断が ITP以外に変更された症例は 266例

中、38例（14.3%）であった。骨髄検査後

に ITPの診断が確定した症例の 95%が分布

する検査値をカットオフ値とすると、それ

らを外れる値は、白血球数≦3,000 または 

>11,000/μL、MCV≧102、好中球≦30％、リ

ンパ球≧55%となり、現状の骨髄検査推奨値

と近いものの若干異なる値となった。これ

ら４基準のうち「１つ以上に該当する場合

には骨髄穿刺を推奨する」とした場合、骨

髄検査実施の非 ITP診断に対する効果は、

感度 36.8%、特異度 84.1%、陽性的中率

31.1%、陰性的中率 87.2%となった。 

 

D. 考察 

 本検討結果に基づく骨髄検査を推奨する

新たな条件は、現行診断基準における条件

と若干異なるものとなった。新しい骨髄検

査推奨基準に則れば ITP患者の８割以上で

骨髄検査が省略できる一方、骨髄検査を省

略した場合は 10%以上の確率で ITP以外の

疾患を見逃す可能性があり、さらなる検討

が必要である。 

 

E. 結論 

 今回の結果を踏まえ、性別や年齢別の条

件設定や、スコアリングの可能性の検討、

そして他のマーカーを用いた検討が必要と

考えられる。 
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